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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、
　筐体と当該筐体に出し入れ自在に挿入されるトレイとを有するデバイスが着脱可能に接
続され、前記本体に設けられるスロットと、
　前記デバイスを認識して該デバイスに対する電源供給を制御するコントローラと、
　前記デバイスへの電源供給をオンにする電源供給指示信号と、前記デバイスの前記スロ
ットからの取外しを指示する取外し信号と、を前記コントローラへ送信するモジュールと
、
　前記デバイスへの電源供給がオフからオンに切り替えられた後の前記トレイの状態を開
状態にするか否かの選択操作を受け付ける入力デバイスと、
を備え、
　前記モジュールは、
　前記入力デバイスが前記選択操作を受け付けたことによって前記電源供給指示信号を前
記コントローラへ送信し、
　前記コントローラは、
　前記モジュールから前記取外し信号を受信した場合に前記スロットに接続された前記デ
バイスに対する電源供給をオフにし、また、前記スロットに接続された前記デバイスに対
する電源供給がオフにされた状態で前記モジュールから前記電源供給指示信号を受信した
場合に、前記デバイスに対する電源供給をオンにして前記デバイスが前記スロットへ接続
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されたように認識しかつ前記選択操作に対応させて前記デバイスを動作させること
を特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記モジュールは、プログラムを実行して前記情報処理装置を制御するメインプロセッ
サにより構成されたことを特徴とする請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記モジュールは、ＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｉｎｐｕｔ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｓｙｓｔｅｍ
）であることを特徴とする請求項２記載の情報処理装置。
【請求項４】
　本体と、
　筐体と当該筐体に出し入れ自在に挿入されるトレイとを有するデバイスが着脱可能に接
続され、前記本体に設けられるスロットと、
　前記デバイスを認識して該デバイスに対する電源供給を制御するコントローラと、
　前記デバイスを取り外す指示の入力、または前記デバイスへの電源供給がオフからオン
に切り替えられた後の前記トレイの状態を開状態にするか否かの選択操作を受け付ける入
力デバイスと、
　前記入力デバイスが前記デバイスを取り外す指示の入力を受け付けた場合に当該指示を
示す第１のコマンドを前記コントローラへ送信し、また前記第１のコマンドを送信した後
前記デバイスの前記スロットへの接続が維持された状態で前記入力デバイスが前記選択操
作を受け付けたことによって前記デバイスへの電源の供給開始を示す第２のコマンドを前
記コントローラへ送信するモジュールと、
を備え、
　前記コントローラは、
　前記第１のコマンドに基づいて前記スロットに接続された前記デバイスに対する電源供
給をオフにし、また前記第２のコマンドに基づいて前記スロットに接続された前記デバイ
スに対する電源供給をオンにして前記デバイスが前記スロットへ接続されたように認識し
かつ前記選択操作に対応させて前記デバイスを動作させること
を特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　本体と、
　筐体と当該筐体に出し入れ自在に挿入されるトレイとを有するデバイスが着脱可能に接
続され、前記本体に設けられる接続部と、
　前記デバイスを認識し該デバイスに対する電源供給を制御するコントローラと、
　前記デバイスを取り外す指示の入力、または前記デバイスへの電源がオフからオンに切
り替えられた後の前記トレイの状態を開状態にするか否かの選択操作を受け付ける入力デ
バイスと、
を備え、
　前記コントローラは、
　前記入力デバイスが前記デバイスを取り外す指示の入力を受け付けた場合に前記デバイ
スに対する電源供給をオフにし、また前記接続部に接続された前記デバイスに対する電源
供給がオフにされた状態で前記入力デバイスが前記選択操作を受け付けたことによって前
記デバイスに対する電源供給をオンにして前記デバイスが前記接続部へ接続されたように
認識しかつ前記選択操作に対応させて前記デバイスを動作させること
を特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　前記デバイスへの電源供給がオフからオンに切り替えられた後の前記デバイスの動作内
容を示す情報を表示する表示部を更に備えることを特徴とする請求項１ないし５のいずれ
か１項に記載の情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、デバイスの状態を制御するデバイス状態制御方法に関し、特に、電源供給が
停止されているデバイスに対してデバイスの状態制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば、光ディスクドライブやハードディスクドライブといったデバイス群を接
続可能なコンピュータが開発されている。このようなコンピュータの開発に伴い、コンピ
ュータに接続されるデバイスへの電源供給制御についても開発されている。
【０００３】
　従来、ベイスロットに装着される拡張ベイの種類を識別して、対応する電圧電力を供給
可能なパーソナルコンピュータがあった（特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３３０５７６号公報（第１４頁、第２９図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ユーザが拡張ベイを使用する場合、特許文献１に開示されているように、拡張ベイに電
圧電力を供給しなければならない。
【０００６】
　一方、コンピュータに接続されたデバイスを取り外す場合、例えばコンピュータが有す
る例えばオペレーティングシステム等を用いて、デバイスに対する電源供給を停止する処
理等を行う必要がある。
【０００７】
　デバイスに対する電源供給を停止した後、デバイスに対する電源供給を開始させる場合
、例えばコンピュータからデバイスを物理的に取り外し、再び、コンピュータにデバイス
を物理的に接続する、といった手間を要する操作が必要である。
【０００８】
　そこで、本発明は、簡単な操作を行うことで使用不可状態のデバイスを使用可状態へ移
行させることが可能な情報処理装置および使用不可状態のデバイスを使用可状態に移行さ
せるデバイス状態制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、請求項１に関わるデバイス状態制御方法は、本体と、本体
に接続可能なデバイスと、デバイスへの電源供給状態情報およびデバイスの種類を記憶す
る記憶部とデバイスへの電源供給を制御するコントローラとを具備する情報処理装置が実
行するデバイス状態制御方法において、デバイスへの電源供給状態を電源供給オフ状態か
ら電源供給オン状態への移行を指示する指示ステップと、指示ステップによる指示に基い
て記憶部に記憶されるデバイスへの電源供給状態情報を取得する取得ステップと、取得ス
テップによって取得された電源供給状態情報に基いてデバイスへの電源供給状態を確認す
る確認ステップと、確認ステップによって電源供給オフ状態であることを確認すると、デ
バイスへ電源供給を開始するように通知する通知ステップと、通知ステップによる通知に
基いて、コントローラによってデバイスへの電源供給を開始させる電源供給開始ステップ
とを具備することを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項４に関わる情報処理装置は、本体と、本体に接続可能なデバイスと、デバ
イスへの電源供給状態情報を記憶する記憶部と、デバイスへの電源供給状態を電源供給オ
フ状態から電源供給オン状態への移行を指示する指示手段と、指示手段による指示に基い
て記憶部に記憶されるデバイスへの電源供給状態情報を取得する取得手段と、取得手段に
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よって取得された電源供給状態情報に基いてデバイスへの電源供給状態を確認する確認手
段と、確認手段によって電源供給オフ状態であることを確認すると、デバイスへ電源供給
を開始するように通知する通知手段と、通知手段による通知に基いて、デバイスへの電源
供給を開始させるコントローラとを具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、簡単な操作を行うことで使用不可状態のデバイスを使用可状態へ移行
させることが可能な情報処理装置および使用不可状態のデバイスを使用可状態に移行させ
るデバイス状態制御方法を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】ディスプレイユニットを本体に対して開いた状態を示す図。
【図２】コンピュータのハードウェア構成の一例を説明する図。
【図３】Ｉ／ＯハブおよびＥＣ／ＫＢＣが絡む制御の一例を説明するブロック図
【図４】セレクトベイスロットに装着されているデバイスへの電源供給状態を電源供給オ
フ状態から電源供給オン状態にする制御フローの一例を説明するフローチャート。
【図５】ＯＤＤ電源オン指示を示す画面の一例を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１はノートブック型パーソナルコンピュータ（以下、コンピュータと称す。）１のデ
ィスプレイユニット３を本体２に対して開いた状態を示す図である。
【００１４】
　コンピュータ１は本体２とディスプレイユニット３とから構成される。ディスプレイユ
ニット３には、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）４を有する表示装置が組み込まれてお
り、ＬＣＤ４はディスプレイユニット３のほぼ中央に位置される。
【００１５】
　ディスプレイユニット３は、本体２に対して開放位置と閉塞位置との間を回動自在に取
り付けられている。本体２は略箱形の形状を有しており、本体２の上面にはキーボードユ
ニット５、コンピュータ１の電源をオン／オフするためのパワーボタン６等が配置されて
いる。パワーボタン６はコンピュータ１を使用開始する際、押し下げ操作される。
【００１６】
　本体２の側面にはセレクトベイスロット７が設けられる。セレクトベイスロット７には
セレクトベイスロット７に対応したデバイス群を脱着可能に接続可能である。セレクトベ
イスロット７に対応するデバイス群として、ＯＤＤ(Optional Disk Drive)、ＨＤＤ(Hard
 Disk Drive)、ＴＶチューナといった種類のデバイスがある。
【００１７】
　次に、図２を参照して、コンピュータ１のハードウェア構成について説明する。
【００１８】
　ホストハブ（第１のブリッジ回路）１１には、ＣＰＵ１０、メインメモリ１３、グラフ
ィックスコントローラ１５およびＩ／Ｏハブ２０が接続されている。
【００１９】
　ホストハブ１１はシステムバス１２を介してＣＰＵ１０と接続される。ホストハブ１１
はメインメモリ１３へのアクセスを制御するメモリコントローラを内蔵する。
【００２０】
　ＣＰＵ１０はコンピュータ１の動作を制御するメインプロセッサである。ＣＰＵ１０は
外部記憶装置であるハードディスクドライブ（ＨＤＤ）２１からメモリバス１４を介して
メインメモリ１３にロードされる、オペレーティングシステム（ＯＳ）１３ｂ、アプリケ
ーションプログラム、ユーティリティプログラム１３ｃを実行する。また、ＣＰＵ１０は
ＢＩＯＳ－ＲＯＭ２７からメインメモリ２３にロードされるＳｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ（Bas
ic Input Output System）１３ａを実行する。
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【００２１】
　ホストハブ１１にＡＧＰ（Accelerated Graphics Port）バス１６を介して接続される
グラフィクスコントローラ１５はＬＣＤ４にデジタル表示信号を出力する。グラフィクス
コントローラ１５にはビデオメモリ（ＶＲＡＭ）１７が接続されており、グラフィックス
コントローラ１５はＯＳ／アプリケーションプログラムによってビデオメモリ１７に描画
されたデータをＬＣＤ４に表示する。
【００２２】
　ホストハブ１１と例えばハブインターフェイスといった専用バスで接続されるＩ／Ｏハ
ブ（第二のブリッジ回路）２０は、ＬＰＣ（low pin count）バス２６上の各デバイスを
制御する。
【００２３】
　Ｉ／Ｏハブ２０は、外部記憶装置でありシリアルＡＴＡをサポートするＨＤＤ２１とシ
リアルＡＴＡをサポートするバス２１ａを介して接続される。さらに、Ｉ／Ｏハブ２０は
ＩＤＥをサポートするバス２１ｂやＵＳＢをサポートするバス２１ｃ等を介して拡張コネ
クタ２４と接続される。
【００２４】
　拡張コネクタ２４は、セレクトベイスロット７に装着されるセレクトベイスロットに対
応したデバイス群に設けられる各コネクタと接続可能な構成となっている。
【００２５】
　ＨＤＤ２１には、オペレーティングシステム（ＯＳ）、アプリケーションプログラム、
ユーティリティプログラムおよびアプリケーションプログラムを使用することでユーザが
作成したデータ等が記憶される。
【００２６】
　オーディオコーディック２３はＩ／Ｏハブ２０とＡＣ（Ａｕｄｉｏ Ｃｏｄｅｃ）９７
（２２）を介して接続される。オーディオコーディック２３は、サウンド入出用のコーデ
ィックの一種である。オーディオコーディック２３は、入出力されるサウンドのコーディ
ック部等を有する。
【００２７】
　オーディオコーディック２３にはＡＭＰ２５ａが接続される。ＡＭＰ２５ａはオーディ
オコーディック２３にて生成されたサウンド信号を増幅する。ＡＭＰ２５ａによって増幅
されたサウンド信号はスピーカに送出され、スピーカは可聴周波数帯の音波を出力する。
【００２８】
　ＬＰＣバス２６上にはエンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ
／ＫＢＣ）２３が接続される。
【００２９】
　エンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（ＥＣ／ＫＢＣ）２８は、電
力管理等を行うためのエンベデッドコントローラと、キーボード（ＫＢ）ユニット５を制
御するためのキーボードコントローラとが集積された１チップマイクロコンピュータであ
る。
　ＥＣ／ＫＢＣ２８にはキーボード５とパワーボタン６とＰＳＣ（Ｐｏｗｅｒ Ｓｕｐｐ
ｌｙ Ｃｏｔｒｏｌｌｅｒ）３０とが接続される。さらに、ＰＳＣ３０には、ＡＣアダプ
タ３１と二次電池３２とが接続される。
【００３０】
　ユーザがパワーボタン６を操作すると、ＥＣ／ＫＢＣ２８はパワーボタン６が操作され
たことを検出する。ＥＣ／ＫＢＣ２８は、パワーボタン６が操作されたことを検出すると
、例えば本コンピュータ１のシステムに対して電源供給を開始するようにＰＳＣ３０に通
知する。ＰＳＣ３０はＥＣ／ＫＢＣ２８から受け取った通知に基いて、ＡＣアダプタ３１
または二次電池３２からコンピュータ１のシステムに対して電源供給を開始するように制
御する。次に、Ｉ／Ｏハブ２０およびＥＣ／ＫＢＣ２８が絡む制御の一例について説明す
る。



(6) JP 5558453 B2 2014.7.23

10

20

30

40

50

【００３１】
　図３は、Ｉ／Ｏハブ２０およびＥＣ／ＫＢＣ２８が絡む制御の一例を説明するブロック
図である。
【００３２】
　Ｉ／Ｏハブ２０には、シリアルＡＴＡバス２１ａを制御するためのシリアルＡＴＡ（Ｓ
－ＡＴＡ）コントローラ２０ａ、ＩＤＥバス２１ｂを制御するためのＩＤＥコントローラ
２０ｂ、およびＵＳＢ２１ｃを制御するためのＵＳＢコントローラ２０ｃが内蔵される。
【００３３】
　ＥＣ／ＫＢＣ２８は、セレクトベイスロット７に装着されたデバイスの種類を記憶する
ためのレジスタ２８ａおよびセレクトベイスロット７に装着されているデバイスへの電源
供給状態を記憶するためのレジスタ２８ｂを有する。
【００３４】
　セレクトベイスロット７に、セレクトベイスロットに対応するＯＤＤ７ａが装着される
と、拡張コネクタ２４とセレクトベイスロットに対応するＯＤＤ７ａに設けられるコネク
タ７ａ１とが接続される。接続コネクタ２４とコネクタ７ａ１とが接続されると、ＥＣ／
ＫＢＣ２８は信号線２４ａの電圧値をリードすることで、セレクトベイスロット７に装着
されたデバイスがＯＤＤ７ａであることを認識する。
【００３５】
　同様に、セレクトベイスロット７に、セレクトベイスロットに対応するＨＤＤ７ｂが装
着されると、拡張コネクタ２４とセレクトベイスロットに対応するＨＤＤ７ｂとが接続さ
れる。接続コネクタ２４とコネクタ７ｂ１とが接続されると、ＥＣ／ＫＢＣ２８は信号線
２４ａの電圧値をリードすることで、セレクトベイスロット７に装着されたデバイスがＨ
ＤＤ７ｂであることを認識する。
【００３６】
　ＥＣ／ＫＢＣ２８はセレクトベイスロット７に装着されたデバイスを認識した後、認識
したデバイスの種類をレジスタ２８ａに書き込む。
【００３７】
　ここで、セレクトベイスロット７に装着されているデバイスに電源が供給されている状
態において、ユーザがＯＳ１３ｂを用いてセレクトベイスロット７に装着されているデバ
イスを取り外すための操作を行った場合を考える。
【００３８】
　ユーザがＯＳ１３ｂを用いて、セレクトベイスロット７に装着されているデバイスを取
り外すための操作を行うと、ＯＳ１３ｂはＳｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａに対して、「セ
レクトベイスロット７に装着されているデバイスを取り外す」という旨を通知する。Ｓｙ
ｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａは、この通知を受け取ると、セレクトベイスロット７に装着さ
れているデバイスと接続されるバスを制御し、Ｉ／Ｏハブ２０内に設けられるコントロー
ラをディセーブル状態にする。
【００３９】
　さらに、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａはＥＣ／ＫＢＣ２８に対して「デバイスの取り
外し」を通知する。ＥＣ／ＫＢＣ２８は、その通知を受けると、信号線２４ｂを介して、
スイッチ２４ｃをオンからオフに制御する信号を送出する。すると、セレクトベイスロッ
ト７に装着されているデバイスに対する電源供給が停止される。また、ＥＣ／ＫＢＣ２８
は、レジスタ２８ｂに、セレクトベイスロット７に装着されているデバイスに対して電源
が供給されていないことを書き込む。次にセレクトベイスロットに装着されているデバイ
スへの電源供給状態を電源供給オフ状態から電源供給オン状態にする方法を説明する。
【００４０】
　図４は、セレクトベイスロットに装着されているデバイスへの電源供給状態を電源供給
オフ状態から電源供給オン状態にする制御フローの一例を説明するフローチャートである
。ここで、セレクトベイスロット７にＯＤＤ７ａが装着されている場合について説明する
。
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【００４１】
　ユーザは、ＯＤＤ７ａへの電源供給状態を電源供給オフ状態から電源供給オン状態にす
るように、例えばキーボード５を構成するキー群の中の特定のキーを操作する（ステップ
 Ｓ１０１）。
【００４２】
　すると、図５に示す画面がＬＣＤ４に表示される（ステップ Ｓ１０２）。ユーザが、
ＯＤＤ７ａへの電源供給状態を電源供給オフ状態から電源供給オン状態に移行させたい場
合、ユーザは表示ｄｉｓ１を選択し、一方、ＯＤＤ７ａへの電源供給状態を電源供給オフ
状態から電源供給オン状態に移行させ、その後、ＯＤＤ７ａのトレイをオープンさせたい
場合、ユーザは表示ｄｉｓ２を選択する。
【００４３】
　ユーザが、表示ｄｉｓ１および表示ｄｉｓ２のうちの何れかを選択すると、ユーティリ
ティ１３ｃは、選択された表示内容が意味する一連の処理を開始する。まず、ユーティリ
ティ１３ｃは、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａに対して、セレクトベイスロット７に装着
されているデバイスの状態をチェックするよう通知する（ステップ Ｓ１０３）。
【００４４】
　Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａはユーティリティ１３ｃからの通知を受け取ると、ＥＣ
／ＫＢＣ２８内に設けられるレジスタ２８ａの値とレジスタ２８ｂの値とをリードする。
Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａはレジスタ２８ａから「セレクトベイスロット７に装着さ
れたデバイスの種類（以下、デバイス種類情報、と称す。）」をリードする（ステップ 
Ｓ１０４）。さらに、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａはレジスタ２８ｂから「セレクトベ
イスロット７に装着されたデバイスへの電源供給状態（以下、デバイスへの電源供給状態
情報、と称す。）」をリードする（ステップ Ｓ１０５）。
【００４５】
　Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａはレジスタ１３ａおよびレジスタ１３ｂの夫々からリー
ドした情報をユーティリティ１３ｃに通知する（ステップ Ｓ１０６）。
【００４６】
　ユーティリティ１３ｃは、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａから通知された電源供給状態
情報に基づいて、セレクトベイスロット７に装着されているＯＤＤ７ａへの電源供給状態
が電源供給オフ状態であるか否かを判定する（ステップ Ｓ１０７）。
【００４７】
　ユーティリティ１３ｃが、「セレクトベイスロット７に装着されているＯＤＤ７ａの電
源供給状態が電源供給オフ状態である」と判定した場合（ステップ Ｓ１０７ Ｎｏ）、ユ
ーティリティ１３ｃはＳｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａに対して、ＯＤＤ７ａへの電源供給
状態をオン状態に移行させるように通知する（ステップ Ｓ１０８）。一方、ユーティリ
ティ１３ｃが、「セレクトベイスロット７に装着されているＯＤＤ７ａの電源供給状態が
電源供給オフ状態である」と判定しなかった場合（ステップ Ｓ１０７ Ｙｅｓ）、セレク
トベイスロット７に装着されているＯＤＤ７ａの電源供給状態が電源供給オン状態である
ので、後述にて説明するステップＳ１１３の処理に移行する。
【００４８】
　Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａは、ユーティリティ１３ｃからの通知を受け取ると、Ｅ
Ｃ／ＫＢＣ２８に対してＯＤＤ７ａへの電源供給を開始するように通知する。
【００４９】
　ＥＣ／ＫＢＣ２８はＳｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａからの通知に基づいて、図３を用い
て説明したとおり、信号線２４ａを介してスイッチ２４ｃをオフからオンにするにように
制御信号を送出する。すると、ＯＤＤ７ａに対して、電源供給が開始される（ステップ 
Ｓ１０９）。
【００５０】
　さらに、ＥＣ／ＫＢＣ２８からＯＤＤ７ａに対して電源供給が開始されたことを通知さ
れたＳｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａは、スロット７に装着されているデバイスの種類を確
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認し、確認したデバイスがＯＤＤ７ａならば、Ｉ／Ｏハブ内のＩＤＥコントローラ２０ｂ
をディセーブル状態からイネーブル状態へと移行させる（ステップ Ｓ１１０）。
【００５１】
　そして、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａは、レジスタ２８ｂにセレクトベイスロット７
に装着されているＯＤＤ７ａに対して電源が供給されていることを意味するビットを書き
込む（ステップ Ｓ１１１）。
【００５２】
　Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａは、ＯＤＤ７ａの電源供給状態を電源供給オフ状態から
電源供給オン状態へと移行させた後、ＯＳ１３ｂに「ＯＤＤ７ａに電源が供給されている
」旨を通知する。ＯＳ１３ｂはその通知を受け、セレクトベイスロット７に装着されてい
るＯＤＤ７ａは使用可能なデバイスである、と認識する（ステップ Ｓ１１２）。
【００５３】
　ユーティリティ１３ｃは、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａから「ＯＤＤ７ａの電源供給
状態は電源供給オン状態（使用可能状態）である」という旨の通知を受ける。ステップＳ
１０２にて表示された内容のうち、ユーザが「ＯＤＤ７ａへの電源供給状態を電源供給オ
フ状態から電源供給オン状態に移行させ、その後、ＯＤＤ７ａのトレイをオープンさせる
」ことを意味する表示ｄｉｓ２を選択していた場合（ステップ Ｓ１１３ Ｙｅｓ）、ユー
ティリティ１３ｃは、Ｓｙｓｔｅｍ ＢＩＯＳ１３ａからＯＤＤ７ａは使用可能状態であ
る旨の通知を受けたあと、ＯＤＤ７ａのトレイをオープンするように制御する（ステップ
 Ｓ１１４）。
【００５４】
　上述した実施形態では、セレクトベイスロット７に装着されるデバイス群に電源供給を
再開する制御について説明したが、セレベイスロット７に装着されるデバイス群に限定す
る必要は無く、本体２に固定されているデバイスであってもよい。
【００５５】
　また、図４を用いて説明した、デバイスへの電源供給状態を電源供給オフ状態から電源
供給オン状態にするための処理を開始するためのユーザ操作として、「キーボード５を構
成するキー群の中の特定のキーを操作」に限定する必要は無く、「デバイスへの電源供給
状態をオフからオンにする処理を開始するためのボタンを予め設けておき、このボタンを
押下げする操作」「ＡＣアダプタを接続する操作」「ディスプレイユニット３を閉塞位置
から開放位置に移動させる」といった操作であってもよい。
【００５６】
　また、例えばユーティリティ１３ｃにタイマカウンタを設けておき、デバイスへの電源
供給状態がオン状態からオフ状態に移行した後からタイマカウンタによるカウントを開始
し、所定の時間が経過後、デバイスへの電源供給状態を電源供給オフ状態から電源供給オ
ン状態に移行させるように、ユーティリティ１３ｃが図４にて説明したステップＳ１０３
の処理内容を実行してもよい。
【００５７】
　また、例えばコンピュータ１にセンサーを設けておき、このセンサーが所定の状態を検
出することで、デバイスへの電源供給状態を電源供給オフ状態から電源供給オン状態に移
行させるように、ユーティリティ１３ｃが図４にて説明したステップＳ１０３の処理内容
を実行してもよい。
【００５８】
　本発明は上記実施形態をそのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示されている全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００５９】
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　１…コンピュータ、２…本体、３…ディスプレイユニット、４…ＬＣＤ、５…キーボー
ド、６…パワーボタン、７…セレクトベイスロット、１０…ＣＰＵ、１１…ホストハブ、
１３…メインメモリ、１５…グラフィックコントローラ、１７…ＶＲＡＭ、２０…Ｉ／Ｏ
ハブ、２１…ＨＤＤ、２８…ＥＣ／ＫＢＣ、

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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